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研究成果の概要（図・グラフは使用しないこと） 
 
1484 年出版のニュルンベルク都市法，および 1564 年全面改訂出版のニュルンベルク都市法の双
方を分析テキストとして特定した。それぞれの版の伝承をニュルンベルクの市立図書館およびゲ
ルマン国立博物館図書館において確認し，1484 年版都市法は，1503 年および 1522 年に内容はほ
ぼ同じままで目次が追加された改訂版が出版されていることが確認された。1484 年版とその改訂
版ではいかに法律条項のレファレンスを容易にするかに工夫が凝らされていることが前書き，追
加目次などから推測される。1564 年全面改訂版については，1595 年に増刷され，1755 年にオク
ターブ版で増刷されていることが確認された。1564 年版は 1484 年版とは条項に重なる部分があ
るものの，基本的にはまったく新しい版であり，1484 年版の踏襲ではないことも確認された。こ
の結果から，1564 年の全面改訂版の出版にあたっては，条項の読みやすさの改善がひとつの大き










上）は 1484 年版ではかなり多く用いられ，名詞句の核となる名詞に 2 格付加語が連続して掛か




化緩和」と並行して，1564 年版では，「多重副文（Hypotaxe）」の回避，「上位文への zu 不定詞
句内包」などの現象が顕著であり，名詞句どうしを前置詞や動詞によってひとつの文へと結びつ
ける「名詞句ブロック構造」がより際立っていることが特徴として観察される。 





















2016 年 5 月 10 日（火）にボン大学において，今回の研究成果を「名詞化文体のルーツとしての
法律テキスト―1484 年ニュルンベルク都市法より」というタイトルのもと講演発表が予定され
ている。 
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